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（2）性能評価対象素材： １．研究計画の概要 

 現存の防護服に使用されている素材を収

集した。バイオハザード対策に用いられてい

る防護服の素材は、大きく分けて織布と不織

布に分類できる。また、両素材ともフィルム

コーティングを施したものもある。両素材と

も多くの医療現場や研究機関で、感染防御の

ために用いられている。 

本研究は、バイオハザード対策専用防護服

の使用に際して、種々のリスクに応じて使用

者の安全を確保するために必要な防護服の

性能評価方法と性能基準及び用途基準の策

定を目的とする。 

特に、呼吸器感染を起こす病原体に対する

防護を重点項目とし、感染性浮遊粒子及び飛

沫に対する性能評価を行なう。そのためには、

性能について科学的な評価ができるシステ

ムが必要であり、感染性浮遊粒子、飛沫に対

する評価試験装置の開発、作製を含めた評価

システムを構築する。 

（3）：浮遊粒子浸透防護性能試験： 

各防護服素材の浮遊粒子浸透防護性能に

ついては、これまでに化学粒子あるいは微生

物粒子に対する定圧力下での浸透防護性能

は検討されている。今回、負荷圧力が変化し

た場合（実際の防護服着用時の服内圧力変化

に対応）の浮遊粒子の浸透防護性能を測定し

た。その結果、負荷圧力を変化させた瞬間に

素材の化学粒子に対する防護能力が一時的

に低下し、その程度は素材によって異なるこ

とが確認された。 

また、防護服の性能向上のために、抗菌作

用などのある新機能素材の開発、評価を行い、

その有用性を検証する。  

それらの結果を基に、素材の特性を生かし

たバイオハザード対策用の防護服を提案し、

さらに防護性能と快適性を整合化し、使用者

の生理的負担を考慮した適切な使用方法、用

途基準及び性能基準を策定する。 

（4）飛沫浸透防護性能試験： 

本装置により各素材の飛沫に対する浸透

防護性能の定量化が可能となり、素材による

防護性能の微小な差異が検出できるように

なった。 

２．研究の進捗状況 

平成 19 年度から平成 21 年度までに、開発

作製した負荷圧力変化型の浮遊粒子浸透防

護性能試験装置と飛沫浸透防護性能試験装

置を用いて、各防護服素材（織布、不織布）

の性能検証を行っている。 

（5）負荷粒子の開発： 

性能評価のための生物粒子については、不

活化ウイルスの作製と定量化の検討を継続

している。 （1）負荷圧力変化型浮遊粒子浸透防護性能

試験装置及び飛沫浸透防護性能試験装置： （6）新機能付加防護服： 

防護服に求められる新機能として、抗菌防

臭素材に着目し、候補素材を選出した。抗菌

試験を実施し、有用性を確認したが、抗菌効

装置の開発と検証にあたり、実際の素材

（織布、不織布）を用いて、負荷条件や検出

限界などを精査し、装置の有用性を確認した。 



果の発現にはキャリアーによる差異がある

ことも判明した。さらに、全身型防護服に金

属イオン付加抗菌防臭素材を適用し、実験的

な化学物質負荷を与え、防臭効果について評

価したところ、有効な防臭効果があることが

確認できた。 

（7）関連情報収集： 

種々の防護服の防護性能並びに快適性に

関連して、国内外の規格や文献及び海外を含

めた関連学会、施設・設備などの調査を継続

している。 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

今回新たに開発した負荷圧力変化型浮遊

粒子浸透防護性試験装置と飛沫浸透防護性

試験装置の改良は終了し、その有用性を確認

できた。 

それら装置を用いて、現存の防護服素材の

浮遊粒子及び飛沫に対する防護性能を試験

し、各素材の特徴と個々の防護性能を比較、

整理した。その結果、織布、不織布ともに、

各素材間の防護性能の区別化ができた。この

結果を基に、各種防護服、素材における性能

基準案を策定することができると思われる。 

 快適性を考慮した防護服の開発に関して

も、試作品の防臭効果が実験的に検証できて

おり、使用者の快適性を考慮した用途基準案

の策定に有用である。 

４．今後の研究の推進方策 

これまでの結果を基に、各素材の防護性能

を整理し、防護対象に適した性能基準案を策

定する。さらに、防護性能と快適性を整合化

し、使用者の生理的負担を考慮した適切な使

用方法と各リスクに応じた用途基準案を策

定する。また、素材の特性を生かした新たな

バイオハザード対策用の防護服を提案する。 

５. 代表的な研究成果 
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〔その他〕 

これらの研究成果は、バイオハザード対策

用防護服に関する国際規格である ISO 

（ISO/TC94/SC13：防護服）及び国内規格 JIS

（T8061：血液及び液体の接触に対する防護

服、など）の審議や規格作成の際に、基本科

学情報として活用されている。 


